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1. 背景と⽬的

表1︓分析対象の番組と放送回数，1話あたりの放送時間

u ⽇本語指導が必要な児童⽣徒が増加（2018年に5万⼈超，10年で1.5倍）
u 児童向け⽇本語教育・教材作成が急務
u ⼩学校低学年の教室活動の話し⾔葉で⽤いられうる語彙は︖

• 教育現場でのデータ収集は困難

2. 対象と⽅法

3. 結果
抽出された語の数
• 延べ語数︓228,012語
• 異なり語数︓3,463語

作業仮説︓「教育番組はその対象学年の⽇本語⺟語話者が理解できる語
や表現で構成されている」

表 1: 本研究にて対象にした番組とその放送回数，1話あたりの放送時間
番組名 対象学年 科目 放送回数 時間 (分)

えいごでがんこちゃん 小学 1～2年 特活 20 5
おはなしのくに 幼保・小学 1～3年 国語 17 10
おばけの学校たんけんだん 幼保・小学 1～2年 生活 16 10
銀河銭湯パンタくん 小学 1～2年 道徳 38 10
ことばドリル 小学 1～2年 国語 20 10
こどもにんぎょう劇場セレクション 幼保・小学 1～2年 その他 10 15
コノマチ☆リサーチ 小学 3年 社会 20 10
さんすう犬ワン 小学 1～3年 算数 19 10
しぜんとあそぼセレクション 幼保・小学 1年 その他 25 15
新・ざわざわ森のがんこちゃん 幼保・小学 1～2年 道徳 28 10
すたあと 幼保・小学 1年 生活 20 5
で～きた 幼保・小学 1年 特活 20 10
ふしぎエンドレス理科 3年 小学 3年 理科 20 10
ふしぎがいっぱい 3年 小学 3年 理科 20 10
理科 3年ふしぎだいすき 小学 3年 理科 19 15

2.2 書き起こし作業
音声の書き起こし作業は，複数名の日本語を母語とする大学生が行った．各放送回にはあらすじが

提供されており，作業者はこのデータを参照しつつ動画を視聴しながら，PCへの入力作業 (以下「書
き起こし」)を行った．当初，音声認識の利用も検討したが，誤認識や漢字の誤変換を修正する作業
の手間が多大であり，むしろ全て人手で入力した方が正確さを担保できるため，本研究ではこの方法
を選択した．
書き起こしの際には，その後に行う予定の形態素解析における誤解析を減らすため，作業者にでき

る限り漢字を用いた表記を使うよう指示した．しかし，作業者による表記のばらつきや誤入力は避け
られなかったため，書き起こし作業の終了後に著者の 1人が全テキストデータを点検し，可能な限り
書き起こしの誤りおよび表記ゆれを訂正した．

2.3 単語出現頻度の計測
上記の作業によって得られたテキストデータを形態素解析システムMeCab2で自動的に形態素に分

割し，基本形や品詞の情報を得た．形態素解析用の辞書としては IPA辞書を用いた．これは，現代
話し言葉UniDic [13]と IPA辞書を比較した結果，後者ではユーザー辞書への単語登録が容易であり，

2https://taku910.github.io/mecab/

書き起こし作業
• 番組動画を⾒て⽇本語を⺟語とする⼤学⽣が⼿作業にて書き起こし
• できるだけ漢字を⽤いて書くよう指⽰
• 著者の1⼈が全データを点検し，修正

単語出現頻度の計測
• MeCab+IPA辞書にて形態素解析

• キャラクタ名，話し⾔葉特有の語をユーザ辞書に追加
• ユーザ辞書に追加した語の半数以上は感動詞

• 表記上の変化や⾳声変化は「変化形」として扱い，対応する⾒出し語に
集約
• 例︓「アイデア」・「アイディア」，「⾔う」・「ゆう」

• フィラー，固有名詞，数詞，単⼀の番組にしか出現しない語を除外し，
単語出現頻度を計測

番組ごとの放送時間の差の補正
• 時間正規化単語出現頻度にてランキング
• 旧⽇本語能⼒試験の出題基準と⽐較

う」のような話し言葉特有のバリエーション，「じゃあ」，「じゃぁ」，「じゃー」のような作業者による
表記上のバリエーションをまとめてカウントするためのものである．また，この処理では，「あはは」，
「あははは」，「あはははは」のような繰り返しもバリエーションと見なしている．これらのバリエー
ションのうち著者らが代表的と判断したものを見出し語として選定し，それ以外を単語リストの「変
化形」欄に記載した．出現頻度は見出し語および変化形の出現頻度の和とした．処理 (4)では，誤解
析が疑われる単語について元の文に戻って確認し，必要に応じて出現頻度，品詞 1，品詞 2を修正し
た．その結果，別の見出し語として分類されていた複数の語が 1つの見出し語に集約されたケースも
あった．最後の処理 (5)では，単語出現頻度リストに多義語の項目を設け，「おる」，「かける」などのひ
らがな表記の多義語にマークを付けた．本来であれば，これらの語も文脈上の意味によって分類し，
それぞれの出現頻度を求めるべきであるが，この処理を自動的に行うことは困難であるため，本研究
では多義語であることを利用者に示すにとどめた．

2.4 番組ごとの放送時間の差異の補正
上述の通り，番組ごとに d (=1話あたりの放送時間×放送回数)の値が異なるため，この値が大き

い番組，つまり，総放送時間が長い番組に現れやすい語の出現頻度は大きくなりやすい．この影響を
抑えるため，前節にて求めた単語出現頻度にその番組の dと総放送時間 (=3,190分)の比を乗じ，時
間正規化単語出現頻度を求めた．
正確を期すために以下に数式を用いた説明を加える．番組 i (i = 1, . . . , 15)における語 jの出現頻

度を fijとし，番組 iの 1話あたりの放送時間に放送回数を乗じた値を di，総放送時間をDとすると，
番組 iにおける語 jの時間正規化単語出現頻度 f ′

ij は以下の式で求められる．
f ′
ij = fij ×

di
D

(1)

このようにして得られた f ′
ijの 15番組分の和を求め，その値が大きい順に見出し語を並べかえ，各語

の出現頻度を分析した．

3 結果
3.1 単語出現頻度の分析
書き起こしデータを形態素解析し，フィラー，記号，数詞，固有名詞と判定された単語を除外した

異なり語数は 12,398語，延べ語数は 244,848語であった．さらに，上記の処理 (1)，(3)，(4)により，
見出し語の異なり語数は 3,463語，延べ語数は 228,012語に減少した．これは特に処理 (1)の影響が
大きいのだが，見出し語数は処理前より 70 %以上削減されたのに対して，延べ語数は 7%しか減少し
ていない．このことは，1番組にしか出現しない語の数は多いものの，そのほとんどは出現頻度が小
さく，これらを除外しても出現頻度の分析に及ぼす影響は限られることを意味している．
最終的に得られた語彙について品詞 (品詞 1)ごとの異なり語数と延べ語数を表 2に示す．3,463語

の見出し語のうち，最も数が多い品詞は名詞であった．見出し語全体の半数以上の 1,913語 (55%)が

番組𝑖の放送時間

総放送時間

番組𝑖における語𝑗の出現頻度

表 2: 品詞 1の異なり語数と延べ語数 [語]．複数の品詞に判定された語を除く．
品詞 1 異なり語数 延べ語数
名詞 1,913 57,478
動詞 752 35,532
副詞 287 8,964
感動詞 198 12,940
形容詞 136 6219
助詞 79 71,922
接続詞 48 1,819
助動詞 19 28,062
連体詞 18 2,827
接頭詞 18 1,374

名詞であり，その延べ語数は 57,478語 (25%)であった．次いで多かったのは動詞で 752語 (22%)，延
べ語数は 35,532語 (16%)であった．
時間正規化単語出現頻度の和の上位 50語を表 3に示す．上位 50単語の約半数，24語を助詞または

助動詞が占めている．また，上位の語およびその変化形には話し言葉で多用されるものが多い．例え
ば，終助詞の「よ (10位)」，「ね (13位)」，「な (21位)」，感動詞の「あ (36位)」，「はい (46位)」，「う
ん (48位)」などが挙げられる．変化形としては，例えば「だ (3位)」の変化形が目立つが，「じゃろ」，
「じゃん」，「だぁ」，「だー」，「だぁー」，「だーい」，「だい」，「だろぉ」など，話し言葉特有の変化である．
さらに，表 3に示した 50語が出現した番組数を調べたところ，50語中 47語は 15番組全てにおい

て用いられており，残りの 3語も 14番組で用いられていた．すなわち，上位に現れた語は，特定の
番組で多用されたものではなく，汎用性の高いものであった．
時間正規化単語出現頻度のカバー率を図 1に示す．カバー率は，上位 360語で 80%に達し，上位

840語で 90%になった．つまり，上位の 840語とその変化形を聞き取ることができれば，低学年向け
の教育番組の 9割の語を把握できることが期待できる．言うまでもなく，文を構成する語の 9割を
知っていてもその文全体の意味を理解できるとは限らず，残りの 1割の単語こそが学習内容の理解に
不可欠なキーワードであるケースも多いことも考えられるが，1つの目安となる数字といえよう．
時間正規化単語出現頻度は，単語出現頻度に各番組の放送時間の比がかけられているため，当該の

語が実際に何回使われたかを把握しにくいという欠点がある．そこで，以下にいくつかの語の出現頻
度を示す．1位の「の」は 8,534回，10位の「よ」は 3,292回，100位の「お母さん」は 241回，360
位 (カバー率 80%)の「春」は 67回，840位 (カバー率 90%)の「向かう」は 37回，1000位の「背中」
は 29回，2000位の「手入れ」は 7回，3000位の「決定」は 2回であった．1位の「の」は延べ語数
全体の 3.7%を占めており，約 30語に 1語の割合という高頻度で出現していたことになる．
本単語リストを旧日本語能力試験出題基準 (以下，「出題基準」)における最も易しいレベルである

表3︓時間正規化単語出現頻度の上位30語

謝辞︓本調査の⼀部は2020年度 公益財団法⼈ ⽇教弘本部奨励⾦の⽀援により実施されました．本調査の詳
細については，北村, 川村, ⼩学校低学年向け教育番組の⾳声における単語出現頻度の調査, 甲南⼤学紀要知
能情報学編, 15(1), 13-24 (2022). をご参照ください．

4. まとめと課題
Eテレの⼩学校低学年向け番組にて使⽤される語を調査
• ⼩学校⽣活に必要な語が多く含まれる
• 能⼒試験のレベルとは必ずしも対応しない
• ⼀部の番組で役割語が多⽤されているので，⽇本語を⺟語としない児童
への配慮が必要

課題
• 対象のデータの量が不⼗分
• 実際の教室活動の⾳声を調べているわけではない
• 得られたデータをどのようにして実際の学習⽀援につなげていくのか

リストは以下よりダウンロードできます
https://www.konan-u.ac.jp/hp/kitlab/etv/

表2︓品詞の異なり語数と延べ語数

2022年8⽉31⽇ ⾔語資源ワークショップ2022

対象
• NHK for School (https://www.nhk.or.jp/school) にて公開されている

過去にEテレで放送された教育番組
• ⼩学3年⽣以下を対象とする番組
• 2022年度上半期の段階で公開されている番組，放送回すべて

※番組数に科⽬間の偏りあり

データの総時間数︓53時間10分

出題基準との⽐較
• N4（最も易しい）に含まれる語のほ
とんどが含まれている

• 本リストに含まれないN4の語の例
• 「⽉曜」，「おととい」，「階

段」，「午前」，「曇り」など

図1︓時間正規化単語出現頻度のカバー率

840語360語

表 4: 時間正規化単語出現頻度上位 1,000語の中で旧日本語能力試験出題基準の級外または 1級 (N1)
と判定された語

品詞 単語
名詞 葉っぱ，お前，おいら，あたし，幼虫，ドリル，産む，俺，雌，雄，人達，

バッタ，蝶，明かり，モンシロチョウ，奴，ホウセンカ，お宝，河童，ウサギ，
お家，本日，オクラ，僕ら，あんた，カマキリ，とこ，お湯，お化け，お客，
ラッパ，変身，アリ，おら，カブトムシ，わし，ヒマワリ，子象，挑戦，昆虫，
正解，尻尾，茎，銀河，トノサマバッタ，さなぎ，美味い，タイム，木の実，
ホームページ，モール，カエル，和尚，どんぐり，クリップ，キャベツ，リス，
鶴，作戦，勝手，タヌキ，折り紙，同士，草むら，セミ，砂鉄，ロボット，
給食，ナイス，仕業，通り道，粘土，隊員

動詞 やってくる，知れる，気が付く
副詞 なんだか，もぐもぐ，もしかして，ごしごし，わくわく，本当は
接続詞 まずは
連体詞 そういう
形容詞 格好いい，でかい，気持ちいい
感動詞 こりゃ，オッケー，やあ，ふーん，ガーン，ようこそ
助詞 によって

4 考察
本研究では，小学校低学年の教育現場における話し言葉に現れる語の特性の一端を明らかにするこ

とを目的とし，NHK Eテレの低学年向け教育番組の音声にて用いられている語の出現頻度を調査し
た．8科目 15番組，53時間 10分の動画を対象にして分析を行い，2つ以上の番組に出現した 3,463
語の出現頻度を求めた．

3.1節に示したように，本研究で得られた単語リスト全体には話し言葉の特徴が現れている．まず，
品詞全体に占める感動詞の比率が極めて高い．先行研究において，小学 1年生から 4年生の児童の作
文では感動詞の延べ語数の比率が 0.5% [15]であるのに対して，本研究の結果得られた感動詞につい
ては，延べ語数の比率が 5.7%と 10倍以上である．延べ語数の 5.7%という比率は，本研究のデータ
では，およそ 18語に 1語の割合で感動詞が出現していたことを意味している．加えて，前節に示し
たように，感動詞以外でも話し言葉特有の表現や音声変化が多数現れている．これらの点は，既存の
書き言葉コーパスに基づく単語リストと大きく異なる特徴である．
また，本単語リストには出題基準の 4級の語の大半が含まれる一方で，頻度上位の語であっても級

外となる語があった．これらの語には理科の用語が多く，日本語を母語としない生徒の指導において，
この点に配慮する必要があることを示唆している．さらに，話し言葉特有の表現や擬音語・擬態語等
も多く含まれていたことから，本単語リストを用いることによって，出題基準とは異なる視点で小学

表4︓上位1,000語の中で能⼒試験N1および級外の語

表 3: 時間正規化単語出現頻度の上位 50語 (次のページに続く)

No. 見出し語 変化形 品詞 1 品詞 2 多義語 出現頻度
1 の 助詞 格助詞/終助詞/連体化 638.473
2 て てーっ 助詞 格助詞/接続助詞 622.911
3 だ じゃろ/じゃん/だぁ 助動詞 573.879

だー/だぁー/だーい
だい/だろぉ/だぁー
だーい/だい/だろぉ

4 た たぁ/たー/たーっ/たり 助動詞 551.149
5 に 助詞 格助詞/副詞化 498.028
6 は 助詞 係助詞 496.908
7 が 助詞 格助詞/接続助詞 441.583
8 を 助詞 格助詞 385.870
9 ない なーい/せん/ないっ 助動詞 265.519

なきゃ 助動詞 265.519
10 よ よぉ/よぉー/よーん 助詞 終助詞 261.958
11 する 動詞 自立 243.801
12 と 助詞 格助詞/接続助詞 223.834

副詞化/並立助詞
13 ね ねぇ/ねえ/ねー/ねえー 助詞 終助詞 223.235

ねん 助詞 終助詞 223.235
14 か 助詞 副助詞/並立助詞/終助詞 214.412
15 ます まーす 助動詞 211.635
16 ん 名詞 非自立 209.591
17 も 助詞 係助詞 184.514
18 で 助詞 終助詞/接続助詞 182.903
19 いる 動詞 自立 ○ 180.533
20 です でーす 助動詞 156.544
21 な 助詞 終助詞 153.212
22 う 助動詞 122.343
23 から からぁ 助詞 終助詞 118.270
24 なる 動詞 自立/非自立 ○ 103.197
25 何 なあに/なーに/なーん 名詞 代名詞 101.080
26 てる 助動詞 98.100
27 事 名詞 一般/接尾/非自立 92.074
28 これ これっ 名詞 代名詞 88.113
29 お 接頭詞 名詞接続 82.558
30 できる 動詞 自立/非自立 79.870

⽇本語を⺟語とする
児童であれば知って
いる語が多い

⼩学⽣低学年向け教育番組の語彙を調査

https://www.konan-u.ac.jp/hp/kitlab/etv/
https://www.nhk.or.jp/school

